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5. 小児脳外科手術
牧野博安
教室における 1年間の小児脳神経外科手術症例数は約 
30から 40の聞で，之は全体の脳神経外科手術数の 2/5
以上であり，脳神経外科と小児の脳神経疾患は密接な関
係を有している。これらの手術例を見ると，先天性疾患
および外傷が多く脳腫療は当教室においては少ない。
外傷では，全く生命を元に戻し得ないと思われる様な
重篇なものでもほとんど全部が大した神経欠損を残す事
なく正常に治癒している。之はひとえに小児外科医との
常に絶えざる連絡によるものと考えられる。意識障害は
長いものは 50日以上という症例もある。また脳水腫に
おいては一度手術が成功したからといって安心する事な
く大体術後 7ヵ月頃に挿入したバルブが栓塞する前に積
極的に取替えをする必要があると思われる。乳幼児に特
有なものとしては，産道内における外傷を基因としたと
考えられる。慢性硬膜下血腫があり，欧米において数多
く見られるのに本邦で少ないのは，発見率が悪いものと
考える。 
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58. 抗生物質合剤の体液内濃度について
石山俊次，坂部孝，古橋雅一，川上郁
中山一識，大島聴彦(日大石山外科〉
抗生物質特に合剤 CPとマクロライド系抗生物質につ
いて，体液内濃度の内，血中濃度およびその合剤の分離
定量の測定法と実際の血中濃度について述べる。
まず合剤の分離定量法をする場合，二つの方法があ
り，一つは，菌の抗生物質感受性を利用し，片方に感性
を示し，他方に耐性を示す菌で，薬剤を測定する方法で
ある。またもう一つの方法は，各薬剤の溶解度の相違を
利用する方法である。われわれは感性菌を利用した方法
で行なった。この様な方法で，測定したとき合剤の濃度
と，分離定量した薬剤の濃度の算術的和の聞に差が見ら
れ，理論的に一致するはずであり，この差に何らかの意
味がある様に思われる。次に合剤 4剤 (CPとLM，EM， 
OM，SPM)の濃度を見ると，高濃度を示しているもの
また長時間持続性を示しているものがあり，合剤の目的
にかなっている様に思える。しかし，測定に，吸収拡散
等の因子があり，その意味づけには充分注意すべきであ
ろう。 
59. 臓器移植による末期癌治療の経験
浜野恭一，中山恒明，岩塚迫雄，山口慶三
野本昌三，御子柴幸雄，貞永嘉久
佐久間映夫，秋田善昭，今給毒事和典
(東京女子医大消化器病センター)
我々は末期癌患者 12例に対して， その延命効果を期
待して，先づ牌同種移植を試み，更に胃同種移植を行な
った。移植方法は大腿皮下に行ない Recipientの吻合
血管としては主に大腿動静脈，大腿深動静脈の分枝を用
い，牌は牌動静脈，胃は右胃大網動静脈または左胃動静
脈を用いている。移植臓器は 3例は胃癌患者の牌を用
い， 6例は胃癌患者の胃を， 3例は潰蕩患者の胃を用い
ている。免疫抑制法としては C060局所注射およびイム
ラン，プレドニンを使用している。移植臓器の生着期間
は3週間以上におよぶものは 3例で他は約 1週間前後で
血管閉塞などの理由で別出している。これらの症例中，
長期生着の 1例につき，検査成績および病理組織学的所
見を報告した。
移植による臨床病状を見ると，牌移植の例では幾分愁
訴の軽減が見られ，胃移植の例では全例にかなりの症状
の軽減を認めた。今後症例と検索を重ねて，その本態の
究明に努力する所存である。 
60. 食道疾患における pH測定の臨床的意義
田中隆，稲見修仇松下恒義，野呂昌己
(日大石山外科)
食道疾患の検査法として， レ線，食道鏡などが行なわ
れてきた。教室ではこれに加え，生理学的検索方法とし
て食道電気内圧曲線， pHの分布曲線を摘記することを
行なっている。内圧曲線に関しては今まで機会あるごと
に報告してきたが，今回は食道 pHに関して，その正常
例，各種食道疾患についてのベた。
即ち内圧曲線と対比してみると，正常例では噴円部高
圧帯の逆流防止機構がうかがえる。叉食道裂口ヘルニア
においては，逆流による炎症の有無が，また術後逆流性
食道炎の病態が明らかに出来る。
以上食道疾患に対する食道内圧， pHの描記は，診断，
治療方針の決定また，その治療効果の判定に有効である
ことがわかった。またその施行法も簡単容易であり，今
後さらに症例を重ねたい。
